
ま`だか～、に挑戦(しべつ港まつり)

しべつ港まつり2日 目のア月31日、

標津漁港を会場に港町ならではの楽し
い催しが行われました。

ま`だか、競技一写真=は 、クレー

ン車から吊した□―プにしがみつき持
久力を競う過酷な競技。参加した選手
たちは 「まだか～ /ま だか～ /」と叫
んでいたとか…?

9月号陥筑9ロ1993(S平 成5年 )
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①①③の建動…

長内 久三さん
(85才)

すばらしい施設で抗
健
康
と
福
祉
の
村
建
設
事
業
の
中

核
施
設
で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム

「標
津
は
ま
な
す
苑
」
が
、

本
年

四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
五
カ
月
が
た

ち
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
月
号
で
は

「は
ま
な
す

苑
」
を
訪
間
し
て
、

入
苑
者
や
施
設

を
運
営
し
て
い
る
ス
タ
ツ
フ
の
声
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

皆さんやさしくにて

くれます…。一

本当にすばらしい施設で坑
介rle士の皆さんもやさしくし
てくれるし、食事 もおいしぃ。
友達 もでき、楽 しい毎 日を

過ごしてぃます。

長内さんは最近、自分で車
イスをこげるようになりまし
た。自分で 「がんばれ/」 と
掛け声を掛けてはがんばって
います。    … …

圏魯魯gs魯畳豊富魯轡畳畳魯豊
を 朦 ゑ 暫ゲ



杉
本

年
凸
誉
兜
※
掌
じ
の
舎
見

家
庭
的
雰
囲
気
で

毎
日
が
楽
し
い

若
く
て
や
さ
し
い
介
護
士
さ

ん
ら
に
囲
ま
れ
、

家
庭
的
雰
囲

気
で
す
ご
く
良
い
所
で
す
。

入
苑
し
て
か
ら
お
か
げ
様
で

つ
か
ま
り
立
ち
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、　

一
人
で
ト
イ
レ
に
行

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

苑
内
は
、

み
ん
な
仲
良
し
で

友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、

週
二

回
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
の

折
り
紙
や
飾
り
づ
く
り
、

散
歩

な
ど
楽
し
み
で
す
。

食
事
も
お
い
し
く
、

温
泉
の

お
風
呂
も
最
高
。

苑
内
で
盆
踊
り
。

老
人
ク
ラ
フ
や
盆
踊
り
愛
好
会
も
訪
れ

入
苑
者
も
大
喜
び
。

（デ
ィ
・ル
ー
ム
に
て
）

は

翌官

く
集
し
い
食
事
の
ひ
と
と
き
。

お
い
し
い
と
評
判
。

（食
堂
に
て
）

オ
ー
プ
ン
し
た
時

は
大
変
で
し
た
…

オ
ー
プ
ン
当
初
は
手
探
り
の
状

態
で
、

実
際
の
と
こ
ろ
戸
惑
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
協

力
に
よ
り
、

今
で
は
軌
道
に
乗
り

ま
し
た
。

今
後
は
入
苑
者
同
志
の
交
流
を

深
め
る
た
め
、

楽
し
い
苑
内
行
事

な
ど
も
数
多
く
し
、

家
庭
的
な
雰

囲
気
づ
く
り
に
ス
タ
ッ
フ
一
九
と

な
り
努
力
し
て
い
き
た
い
。

入
苑
者
に
喜
ん
で

も

ら

う

よ

う

充
実
し
た
楽
し
い

行
事
を
…

や
は
リ
オ
ー
プ
ン
し
た
頃
が
大

変
で
し
た
。

介
護
士
の
み
な
さ
ん
も
専
門
学

校
な
ど
で
実
習
を
積
ん
で
き
た
の

で
、

人
と
の
接
し
方
に
は
以
外
と

早
く
慣
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
介
護
士
も
苑
の
雰
囲
気

に
な
れ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
い

ろ
ん
な
楽
し
い
行
事
を
催
し
、

充

実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

村山 守 施設長

3

苑内の
ようす

▼伸良く五並べ。(ディ・ルームにて)

ミ め

ス

タ
X

ツ
*

フ

士戸

斉藤郁子主任介護士



マ'  弓 ザ1名着
T海 岸混食防止・前浜の復元と
海に親しおレクリエーションの場として～

標
津
漁
港
海
岸
の
浸
食
防
止
と
前

浜
の
復
元
、

併
せ
て
海
岸
を
生
か
し

た
北
の
海
に
ふ
さ
わ
し
い
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
計
画
さ
れ
て

い
た

「標
津
マ
リ
ン
プ
ラ
ザ

（標
津

漁
港
海
岸
環
境
整
備
）
事
業
」
が
、

い
ょ
い
よ
着
工
し
ま
し
た
。

八
月
三
日
、

町
内
の
鳩
ヶ
丘
の
建

設
現
場
を
会
場
に
工
事
の
安
全
と
無

事
故
を
祈
る
修
ば
つ
式
が
行
わ
れ
、

事
業
主
外
の
道
、

町
の
職
員
な
ど
関

係
者
約
百
人
が
出
席
し
、

小
日
桐
町

長
ら
が
く
わ
入
れ
を
行
っ
た
後
、

玉

ぐ
し
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、

町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、

祝
賀
会
が

行
わ
れ
、

合
願
の
着
工
を
喜
び
あ
い

ま
し
た
。

か
つ
て
、

標
津
市
街
に
面
し
た
漁

港
海
岸
区
域
は
、

二
〇
〇
常
以
上
の

砂
浜
が
広
が
り
、

北
根
室
地
方
唯

一

の
規
水
海
岸
と
し
て
町
民
は
じ
め
近

隣
町
民
か
ら
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
除

々
に
浸
食
が
始
ま
り
、

現
在
で
は
砂

浜
は
完
全
に
消
滅
し

消
波
の
た
め
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

ば
か
り
の
海
岸
に
変

貌
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

暴
風

の
日
に
は
砕
け
散
っ

た
海
水
が
背
後
の
家

屋
な
ど
生
活
地
域
ま

で
飛
び
散
り
、

塩
害

を
発
生
さ
せ
て
い
る

ほ
か
、

こ
の
ま
ま
浸

食
が
進
め
ば
高
波
に

よ
る
災
害
の
危
険
性

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
浸
食
の
激
し
さ

は
、

平
成
元
年
に
来

町
し
、

調
査
し
た
建
設
省
の
専
門
家

が

「
日
本

一
の
浸
食
海
岸
」
と
断
言

し
た
ほ
ど
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

海
岸
を
復
元
し

て
町
民
の
安
全
を
基
本
理
念
と
し
、

さ
ら
に
本
町
の
地
域
整
備
計
画
の
一

環
と
し
て
漁
業

・
観
光

・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
・
海
岸
景
観
な
ど
、

調
和

の
と
れ
た
海

・
陸

一
体
の
漁
港
海
岸

環
境
整
備
を
行
い
、

地
域
の
活
性
化

に
も
貢
献
さ
せ
よ
う
と
す
る
事
業
で

す
。●

事
業
の
所
管
―
水
産
庁

●
事
業
主
体
―
北
海
道

（
一
部
背

後
公
園
な
ど
は
町
）

●
事
業
実
施
年
次
―
十
ヵ
年
計
画

（予
定
）

●
事
業
資
（概
算
）
―
約
四
十
億
円

①
漂
砂
問
題
な
ど
近
隣
海
岸
に
配
慮

し
た
施
設
を
つ
く
り
、

美
し
い
標

津
海
岸
を
未
永
く
維
持
し
て
い
き

ま
す
。

②
日
本

一
を
誇
る
サ
ケ
な
ど
標
津
町

な
ら
で
は
の
個
性
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、

観
光
地
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

③自然景観
二ヽ『和した潤いのあ

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

④
町
民
の
財
産
で
あ
る
海
岸
を
生
か

し
、

北
の
海
に
ふ
さ
わ
し
い
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
創
造

し
ま
す
。

⑤
四
季
を
通
し
て
海
と
親
し
む
砂
浜

広
場
や
滞
在
宿
泊
施
設
な
ど
を
整

え
、

人
々
が
気
軽
に
集
い
、

遊
び

学
ぶ
環
境
を
提
供
し
ま
す
。
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③体験ふれあいエリア

①釣場エリア
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四
季
を
通
し
て

ヽ

こ

好

が
９

・
。

・②漁堀体験エリア

0?

導 ▲ 勉

/       )

○漁場体験エリア ③体験ふれあいエリア

r     ヽ 完
成
予
想
図

|」
サケの漁獲最日本一の標津ならで

はの、蒙快なサケの一本的|サを体験

できま曳 季節毎の魚の釣り大会を

イ催しま抗

④海浜イベントエリア

“
道東の交流

"を
テーマに、教育の

一環としてのセミナーや教室、普段

体験することのない漁業tますする関

心を高めま抗

⑤親水ビーチェリア

海とのtS、れあいを通じて、豊かな自

然を体験するエリス ピクニック気分

で楽しむ海釣り、携遊びなどもでき

ま抗

⑥グリーンエリア

海岸を利用した多目的広場。ばん

馬競争・ビーテバレー・コンサート・

花火大会・港まつり・冬まつりなど、

四季を通して楽しいイベントが開催

できま抗

②観光エリア

緑に包まれたなだらかな砂浜【 ゆ

ったりと水遊びや日光浴を楽しめる

エリス 波打ち際には岩礁があり、

貝やカニなど海の生き物としS拍あう

こともできま抗

③教育・交流エリア

海岸全体を一望、育い海と木 の々

緑が美しく調和するエリアで抗 東

屋などの休憩所や遊歩道を設け、

子供からお年寄りまで気軽に楽しん

でいただけるエリアを考えま抗

③マネージメントエリア ⑩パーキングエリア

来訪される方々へのサービス施設

を設けま抗 たとえば、釣り具や特産

品の売店な4

海の子学習など周辺自然としS、れあ

う学習・交流の拠点としての機能を

整備しま抗

全施設の管理・対応を行いま抗 脱

衣所・シャワールーム・トイレはもちろ

ん、休憩所・レストランおよ伏 イベン

ト会場の準備室などの利用も考え

られま抗 ・

緑地帯・カラー舗装などを用いて、

やわらかいイメージを演出。混雑を

避けるため充分な出入り日を確保

し、安全性を考慮して歩行スペース

にもゆとりをもたせま抗



夏お
ト

さ・ら・ぱ「夏」…

第
２２
回

し
べ
つ
港
ま
つ
り

圏

圏

・

圏



③「ジヤボン/」

②「ドン/」

しべつ料飲店まつり

トカ
ム
イ
，チ
ェ
ッ
プ

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
案

▼元同級生で、ハイ/カンパ～イ/



大
畑
町
を
親
善
訪
問

友
好
都
市
盟
約
１５
周
年
を
記
念
し
て

八
月
二
十
四
日

・
三
十
五
日
の

両
日
、

友
好
都
市
盟
約
十
五
周
年

を
記
念
し
て
、

五
百
木
秀
夫
団
長

今
回
の
親
善
訪
間
団
は
、

五
百
木

秀
夫
標
津
町
遺
族
会
々
長
を
団
長
に

社
教
委
員

・
消
防
団
長
・
小
中
学
校

長
な
ど
が
参
加
し
た
も
の
で
す
。

二
十
四
日
、

午
後
二
時
二
十
分
大

畑
港
に
到
着
し
た

一
行
は
慶
長
徳
造

助
役
の
出
迎
え
を
受
け
、

役
場
庁
合

内
を
見
学
後
、

隣
接
す
る
公
民
館
会

議
室
に
お
い
て
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。入

院
中
の
畑
中

一
町
長
に
代
わ
り

慶
長
助
役
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け

五
百
木
団
長
が
答
礼
の
挨
拶
を
し
、

さ
っ
そ
く
研
修
会
に
入
っ
た
。

館
村
収
入
役
よ
り
大
畑
町
の
概
要
、

五
年
度
の
事
業
内
容
等
の
説
明
後
意

見
交
換
と
な
っ
た
。

日
村
君
江
消
費
者
協
議
会
長
か
ら

は
、

大
畑
町
町
章
の
由
来
、

農
林
漁

業
の
後
継
者
対
策
、

産
業
資
源
の
状

況
、

石
谷
清
観
光
協
会
理
事
か
ら
は

観
光
施
策
、

今
野
武
彦
及
び
木
幡

一

盛
両
校
長
か
ら
進
路
指
導
や
不
登
校

に
対
す
る
教
育
問
題
、

木
造
校
合
の

有
効
性
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

大
畑
町
側
か
ら
の
説
明
と
し
て
、

①
後
継
者
対
策
に
つ
い
て
は
有
効
な

手
段
が
見
い
出
せ
な
い
。

②
イ
カ
資

源
に
つ
い
て
は
回
復
の
兆
し
。

③
林

業
に
つ
い
て
は
間
伐
等
に
よ
り
保
護

を
し
て
い
る
。

④
ま
た
、

青
森
ヒ
バ

を
材
料
と
す
る
校
合
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
校
合
に
は
無
理
で
あ
る
が

木
の
感
触
が
や
わ
ら
か
く
足
が
疲
れ

な
い
等
の
評
判
が
良
く
、

今
後
も
建

設
す
る
考
え
で
あ
る
。
…
…
な
ど
の

話
し
が
あ
っ
た
。

交
流
会
は
、

薬
研
温
泉

・
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
薬
研
を
会
場
に
、

大
畑
町
の

伝
統
芸
能
で
あ
る

「餅
つ
き
踊
り
」

を
鑑
賞
、

本
町
か
ら
は
小
原
弘
文
化

協
会
副
会
長
が
根
室
管
内
を
詠
ん
だ

詩
吟

「海
峡
賛
歌
」
を
、

ま
た
、

久

野
恵
子
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
が

｝

以
下
三
十
六
名
の
交
流
国
が
、

青

¨

森
県
大
畑
町
を
親
善
訪
間
し
ま
し

一

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

舞
踊
を
披
露
し
、

末
長
い
交
流
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

翌
二
十
二
日
は
、

午
後
三
時
三
十

分
の
フ
ェ
リ
ー
出
港
ま
で
、

大
畑
町

職
員
の
案
内
に
よ
り
名
勝
地
霊
場
恐

山
、

下
北
半
島

一
帯
を
見
渡
せ
る
釜

臥
山
展
望
台
、

尻
屋
崎
岬
、

大
畑
町

内
を
視
察
し
た
。

大
畑
港
出
港
に
際
し
て
は
、

慶
長

助
役
以
下
職
員
三
十
人
の
見
送
り
を

項
き
ま
し
た
。

大
畑
町
の
皆
さ
ん
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

大
畑
町

の
歓
迎

ぶ
り

に
感
謝
す

る

と
と
も

に
、

有
意
義
な
親
善
交
流

に

な

り
喜

ん

で

い
ま
す
。

天
候

に
も
恵

ま
れ
事
故
も
な
く
、

団

長
と
し

て
ホ

ッ
と
し

て

い
る
と

こ
ろ

で
す
。

大
畑

の
皆
さ
ん
は
明
る
く
、

や
さ

し

い
人
た
ち

で
し
た
。

新
鮮
な
イ
カ
料
理
が
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
の
と
、

ヒ
バ
の
大
木
や
天

望
台
が
印
象
的
で
し
た
。

大
畑
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
と

も
、

す
っ
か
り
伸
良
く
な
り
、

お
互

い
の
ク
ラ
ブ
の
情
報
交
換
な
ど
も
で

き
、良

い
親
善
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

今
度
は
大
鼓
で
の
交
流
も
―
。

友
好
都
市
盟
約
の
経
過

昭
和
二
十
四
年
の
標
津
町
開
基
百

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、教

育
・

文
化

・
産
業

・
観
光
等
行
政
各
般
の

分
野
に
わ
た
り
幅
広
い
交
流
を
通
じ

て
友
好
親
善
を
図
り
つ
つ
、

互
い
の

町
民
福
祉
と
町
政
の
健
全
な
発
展
を

念
頭
に
置
き
、

か
つ
本
町
と
気
候
風

）

土

・
産
業
経
済
の
類
似
性
を
基
本
に

本
町
住
民
の
出
身
者
が
多
い
青
森
県

を
中
心
に
選
定
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

経
済
構
造

・
産
業
基

盤
等
が
類
似
し
て
お
り
、

ま
た
標
津

村
初
代
戸
長
で
あ
っ
た
槙
宗
説
氏
の

出
身
地
で
も
あ
る
と
い
う
歴
史
的
背

景
を
考
慮
し
て
大
畑
町
を
選
定
し
ま

し
た
。

大
畑
町
か
ら
も
友
好
都
市
盟
約
に

積
極
的
な
好
意
を
得
、

昭
和
二
十
四

年
二
月
十

一
日
青
森
市
に
お
い
て
標

津

・
大
畑
両
町
長
に
よ
り
盟
約
の
調

印
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
盟
約
の
手
始
め
と
し
て
、

同

年
四
月

一
日
の
標
津
町
開
基
百
年
記

念
式
典
に
大
畑
町
よ
り
親
善
交
流
団

が
伝
統
芸
能
で
あ
る
小
目
名
神
楽
を

伴
い
大
苦
し
て
来
町
す
る
一
方
、

本

町
か
ら
は
、

そ
の
答
礼
と
し
て
同
年

七
月

一
日
の
大
畑
町
庁
合
落
成
式
に

本
町
の
郷
土
芸
能
で
あ
る
と
ど
わ
ら

大
鼓

一
行
が
訪
問
し
ま
し
た
。

友
好
都
市
盟
約
に
伴
う
親
善
交
流

も
年
を
重
ね
る
た
び
に
絆
を
深
め
、

近
年
に
お
い
て
は
青
少
年
教
育
の
一

環
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、

生
活

文
化
を
通
じ
た
婦
人
交
流
、

行
政
機

関

・
産
業
団
体
等
に
よ
る
交
流
と
そ

の
輪
を
広
げ
、

真
の
友
好
都
市
と
し

て
の
地
歩
を
回
め
て
い
ま
す
。

池田うた子さん
(町<ら しのモニター) =協議芽 T

(弱老人クラブ理合会マ長)

大畑町役場前で…



O S O母 0も 肺 濡 淋 詰 弱 亜

清掃奉仕で
キレイスジキリ

―lal和光上.

社
会
奉
仕
事
業
の
一
環
と
し
て
八

月
二
日
、

有
限
会
社
和
光

（白
井
和

光
社
長
）
は
、

本
町
の
野
付
半
島
ポ

ン
エ
タ
イ
の
公
園
に
あ
る
北
辺
防
衛

会
津
藩
士
顕
彰
碑
の
清
一掃
奉
仕
を
行

い
ま
し
た
。

潮
風
や
雨
で
汚
れ
た
石
碑
は
手
慣

れ
た
手
つ
き
で
洗
い
抗
さ
れ
、

き
れ

い
ス
ッ
キ
リ
と
な
り
ま
し
た
。

臼
井
社
長
は

「
日
頃
か
ら
町
民
の

皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町

ふ
れ
あ

い
加

工
体
験

セ

ン
タ
ー
　
　
い
製
品

に
し
よ
う
と
、

材
料

に
は
新

の
製

品
化
第

一
号
と
し

て
、

二
月
か

　

鮮
な

シ

ロ
ザ
ケ
を
原
料

に
添
加
物
を

ら
販
売
し

て

い
る
サ

ケ
水
煮
缶
語

「
　
　
一
切
使
わ
ず

天
然

の
塩
だ
け

で
味

付

銀

の
恵

み
」

が
好
調
な
売
れ
行
き

で

　

け
、

薄
味

で

い
ろ

い
ろ
な
料

理
に
使

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

る
よ
う

工
夫

し

て
あ

り
ま
す
。

売

り
出
し
た
二
月

に
七
百
八
個

だ

　

　

町

で
は

「
観
光
客

に
も
な

か
な

か

っ
た

の
が
、

六
月

に
は
千
五
百
個

と
　
　
の
評
判
。

今
後

が
楽

し

み
」
と
話
し

倍
増
、

七
月
以
降

も
順
調
な
伸

び
を

　

て

い
ま
す

。

見

せ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
な

た
も
標
津

の
お
土
産

と
し

て

こ

の
行
詰
は
町
内

十

二
商

店

で
扱

　

ま
た
食
卓

に
ど
う

ぞ
―
。

っ
て
お
り
、

値
段

は

一
缶

二
〇
〇
円

　

▼
お
問

い
合

わ

せ
先

程
度

（内
容
総
量
百
グ

ラ
ム
）

で
販

　

　

　

ふ
れ
あ

い
加

工
体
験

セ

ン
タ
ー

売
。

サ

ケ

の
ま
ち
標
津

に
よ
さ
わ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
二
―

三
七
四
〇

東
京
の
シ
ー
ア
ン
ド
エ
ス
佛
が
昆
虫
教
圭

―
し
れ
と
こ
標
津
自
然
学
校
―

七
月
二
十
四
日
、

金
山
近
く
に
開

い
て
い
る
し
れ
と
こ
標
津
自
然
学
校

で
地
元
の
小
学
生
な
ど
を
対
象
に
昆

虫
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

し
れ
と
こ
標
津
自
然
学
校
は
、

子

供
た
ち
が
自
然
に
親
し
ん
で
体
を
鍛

え
る
夏
季
間
の
自
然
学
校
と
し
て
、

東
京
で
環
境
ア
セ
ス

（評
価
）
会
社

を
経
営
す
る
シ
ー
ア
ン
ド
エ
ス
株
式

会
社

（松
崎
亘
良
社
長
）
が
、

平
成

二
年
八
月
三
日
開
校
し
た
も
の
で
す
的

卜
地
元
の
子
供
た
ち
ら
が
参
加
し
た
昆
虫
教
室 将

来
的
に
は
、

都
市
の
中
高
年
社

員
が
長
期
滞
在
で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
る
保
養
施
設
建
設
計
画
も

た
て
て
い
ま
す
。

昨
年
八
月
に
は
、

同
社
の
子
弟
二

十
名
が
三
班
に
分
か
れ
、　

一
週
間
の

日
程
で
同
校
を
訪
れ
標
津
の
自
然
を

体
験
し
ま
し
た
。

今
回
の
昆
虫
教
室
は
、

都
会
の
子

供
た
ち
の
自
然
学
校
に
先
が
け
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
し
た
児
童
父
母

二
十
人
は
、

松
崎
社
長

以
下
六
名
の
同
社
指
導

員
の
指
導
に
よ
り
、　

一

時
間
ほ
ど
山
の
中
を
歩

き
昆
虫
採
集
を
し
た
後

同
校
作
業
場
で
標
本
の

作
り
方
や
昆
虫
の
勉
強

会
を
行
い
、

楽
し
い
一

日
を
過
し
ま
し
た
。

ま
た
、

お
み
や
げ
と

し
て
昆
虫
を
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
に
流
し
込
ん
だ
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
を
も
ら
い

子
供
た
ち
は
大
喜
び
で

し
た
。

▲同公園の石碑を清掃する和光職員
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見
事
⌒螺
）準
優
勝
／

―
日
本
空
手
協
会
標
津
支
部
―

レ
賞
状
を
手
に
喜
び
の
選
手
た
ち

日用品を寄贈

漁協婦人部が
「病院」と「はまなす苑」に

ご
厚
志
あ
靭
拶

と
う

ま

し

た

病院に80万円寄付

高橋 勅 さん価来町)

七
月
二
十
六
日
、

標
津
漁
協
婦
人

部

（新
川
洋
子
部
長

・
部
員
１５８
人
）

は
、

標
津
病
院
と
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
は
ま
な
す
苑
を
訪
れ
、

洗
剤
や

タ
オ
ル
な
ど
の
日
用
品
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

同
婦
人
部
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
実
施
し
て

お
り
、

こ
れ
か
ら
も
こ
れ
ら
の
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま

す
。病

院
の
医
療
機
器
購
入
資
金
に
と

八
月
二
日
、

高
橋
勅
さ
ん

（弥
栄
町
・

８４
才
）
は
標
津
病
院
に
八
十
万
円
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
妻
の
ハ
ツ
さ
ん
を
五

月
に
病
気
で
亡
く
さ
れ
て
お
り
、

同

病
院
に
三
年
余
り
ま
入
院
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、

お
世
話
に
な
っ
た
お
礼

と
し
て
一
こ
の
度
の
寄
付
を
思
い
立

っ
た
そ
う
で
す
。

寄
付
金
は
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

10

全
国
空
手
道
大
会
で

八
月
七

日

・
八
日
に
静
岡
県

の
県

立
草
薙
総
合
運
動
場
体
育
館
を
会
場

に
、

第

二
十
六
回
小
中
高
生
全
国
空

手
道
選
手
権
大
会

（社
団
法
人

日
本

空
手
協
会
主
催
）

が
行
わ
れ
、

本
町

か
ら
同
協
会

標
津
支
部

（荒

谷
文

明

会

長

・
部
員
九
十

八
人
）

の
部
員

七

人

が
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
全
国
の
強
豪
を
相
手
に

見
事
な
戦
い
ぶ
り
で
、

団
体
戦
小
学

生
低
学
年
組
手
の
部
で
な
ん
と
準
優

勝
、

個
人
戦
で
も
二
人
の
入
賞
者
を

出
す
な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

十
分
発
揮
し
ま
し
た
。

今
後
も
同
支
部
々
員
の
活
躍
が
楽

し
み
で
す
。

成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
団
体
戦
小
学
低

学
年
組
手
の
部
準

い
　
優
勝
―

荒
谷
修
平

く
ん

・
古
川
卓
く

ん

。
中
野
誉
久
く

ん▼
個
人
戦
小
学
四

年
女
子
型
の
部
四

位
―
大
菅
淳
子
さ

ん▼
個
人
戦
同
型
の

部
七
位
―
四
戸
未

帆
さ
ん

▲寄付金を小田桐町長に手渡す高橋さん(左) ▲日用品を病院の森岡婦長に手渡す同婦人部



▲農協からいただいた
バターを配付する
町内会役員

く4世帯に1ポンドが
配付されました

●SOS移 亀駒麗囲騒弱鋼

～
Ｊ
Ａ
標
津
～

全
戸
に
バ
タ
ー
無
料
配
付

「町
民
の
皆
さ
ん
に
酪
農
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

乳
製
品

の
消
費
拡
大
を
」
と
、
Ｊ
Ａ
標
津

・

標
津
町
農
業
協
同
組
合

（佐
々
木
喜

一
郎
代
表
理
事
組
合
長
）
は
八
月
十

日
、

各
町
内
会
長
を
通
じ
、

同
農
協

組
合
員
と
職
員
を
除
く
町
の
全
世
帯

に
半
ポ
ン
ド
の
バ
タ
ー
ニ
個
を
無
料

配
付
し
ま
し
た
。

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
も

全
国
的
な
景
気
後
退
や
天
候
不
順
な

ど

で
厳

し

い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

そ

の
中

で
、

農
業
者

が
毎

日
食
卓

に
上

が
る
食
糧
を
安
全
か

つ
安
定
的

に
届

け
よ
う

と

日
夜
頑
張

っ
て

い
ま
す
。

今
年

で
三
回
目
と
な

っ
た

こ
の
バ

タ
ー

の
配
付
は
安
全

で
完
全
健
康
食

品

で
あ

る
十
乳

・
乳
製
品
を
今
後

と

も
よ
り
多
く
食

し

て
も
ら
う
よ
う
農

業
者

の
熱

い
願

い
が
込
め
ら
れ

て

い

ま
す
。

― 々 ノ

安
全
運
転
で
ね
。

夏
の
交
通
安
全
運
動

街
頭
啓
発

夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
八

月
二
日
、

町
と
町
交
通
安
全
推
進
協

議
会

（疋
田
敏

一
会
長
）
は
警
察
の

協
力
を
得
て
、

ポ
ー
川
史
跡
自
然
公

園
前
の
国
道
沿
い
で
、

街
頭
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、

小
日
桐
町
長
を

は
じ
め
、

老
人
ク
ラ
ブ
、

町
商
工
会

婦
人
部
、

各
事
業
所
の
職
員
な
ど
の

約
四
十
人
。

町
商
工
会
婦
人
部
が
真
心
を
こ
め

て
作

っ
た
交
通
安
全
祈
願
の
た
め
の

″愛
の
鈴
ク
や
ジ
ュ
ー
ス
、

リ
ー
フ

卜
安
全
運
転

で
ね
と
町
商

工
会
婦
人
部

レ

ッ
ト
な
ど
一
ド

ラ
イ

バ
ー
に
手
渡

し
、

交
通
安
全
を
呼

び
掛

け
ま

し
た
。

受

け
取

っ
た
ド

ラ
イ

バ
ー
は
思
わ
ず

ク
ニ
　
ッ
コ
いり
″
。

一
向

に
減
ら
な

い
交
通
事
故
。

本

町

で
も
去
る
八
月
三

日
、

浜
古
多
糠

付
近

で
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ

が
原

因
と
見
ら
れ
る
死
亡
事
故

が
発
生
し

こ
れ

で
今
年

に
な

っ
て
早
く
も
死
亡

事
故

が
二
件
と
な

り
ま
し
た
。

ド

ラ
イ

バ
ー

の
皆
さ
ん
交
通

ル
ー

ル
を
守

り
安
全
運
転

で
悲
惨
な
交
通

事
故
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。

イ
ク
ラ
製
造
の
衛
生

管
理
技
術
学
ぶ

加
工
技
術
講
演
会

水
産
加
工
業
の
技
術
水
準
の
向
上

と
地
場
産
業
の
発
展
に
役
立
て
る
こ

と

を

目

的

に

七

月

二
十

二

日
、

町

ふ

れ

あ

い
加

工
体

験

セ

ン
タ

ー

を

会

場

に

「
加

工
技

術

講

演

会

共

同

セ

ン
タ

ー
主

催

）

が

開

か

れ

ま

し

た

。

出

席

し

た

の
は

地

元

水

産

加

工
業

者

な

ど

の

二
十

人

、

三

郁

サ

ン
ダ

イ

ヤ
株

式

会

社

・
吉

田
俊

司

氏

を

講

師

に

「
イ

ク

ラ
製

造

工
程

に

お

け

る
衛

生

管

理

に

つ

い
て
」

を

テ

ー

マ
に
、

よ

り

衛

生

的

な

イ

ク

ラ
製

品
を

つ
く

る
た
め
の
注
意
事
項
や
衛
生
管
理
技

術
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が

ら
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま

し
た
。

水
産
加
工
品
に
対
す
る
衛
生
基
準

は
年
を
追
う
ご
と
に
厳
し
く
な
っ
て

き
て
お
り
、

魚
卵
製
品
に
つ
い
て
も

例
外
で
は
な
く
、

イ
ク
ラ
製
品
の
一

般
生
菌
数
や
大
腸
菌
群
な
ど
も
他
の

食
品
と
同
様
の
扱
い
を
受
け
、

大
変

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

出
席
者
は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入

り
、
「イ
ク
ラ
を
凍
結
保
存
し
た
場
合

菌
は
低
温
下
で
は
死
減
す
る
の
か
」、

「菌
は
何
度
位
で
活
発
に
な
り
増
殖

す
る
の
か
」
な
ど
、

質
問
も
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。



皆さんの声を一

このコーナーに

皆
さ
ん
に
広
報

「し
べ
つ
」
を
規

し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

来

月
号
か
ら
新
し
く
「み
ん
な
の
広
場
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

町
や
広
報
紙

に
対
す
る
ご
意
見

・
ご
質
問
の
ほ
か

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
話
、

楽
し
か
っ
た

こ
と
、

こ
ん
な
苦
い
経
験
話
な
ど
何

で
も
結
構
で
す
。

（た
だ
し
、

人
や

団
体
な
ど
の
中
傷
と
な
る
も
の
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
じ

み
ん
な
の
声
の
ペ
ー
ジ
と
し
て
、

お
気
軽
に
お
た
よ
り
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
宛
先
　
標
津
町
字
標
津
三
―
五

役
場
広
報
統
計
係

「み
ん
な
の
広

場
」
コ
ー
ナ
ー
ま
で
。

※
な
お
、

お
た
よ
り
は
本
人
の
希
望

が
な
い
限
り
匿
名
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

寄せください

桜ケ丘町 0

●生まれた時の身長 ・体重は一―。
身長/51 0cm   体 重/3,500g

●最近の身長 ・体重は一―。
身長/74 1cln  体重/82略

●どんな子に育ってほしし、ですか。
「元気で活発な子に一」とぉ8さ ん。

を
ｇ
ｔ
ｒ
ｉ

ｆ
ぼ
ｔ
サ
」
ヽ
ｒ
ｒ士
ｒ
じ
弓
と
す
を
，
島
干
■
ｉ
■
言
ｆ
Ｆ

軌亜嚇醐捧　取
女

施
働
醐
＆
　
彿

で

が

ど

も

え

12

町 長 を 囲 ん で お 話 し ま せ ん か 0

こんにちは
おじゃま虫懇談会

町
長
を
囲
ん
で
お
話
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
―
。

町
民
皆
さ
ん
の
町
政
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
ご
意
見
・
ご
提
言
な
ど
を
聞
き
、

今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
は
町
民
皆
さ
ん
の
ご
希
望

に
よ
り
、

皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

へ
町
長
が
お
伺
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
、

楽
し
い
お
話
す
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

多
数
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

（で
き
れ
ば
当
日
の
一
週
間
位
前
ま

で
に
ご
連
絡
を
せ

▼
連
絡
先

あやめ

河島曝樹勢さんちの札芽ちゃん伍瑠釣じ



碑到しべつあきあじまつり
サケ水揚げ日本一の

H標
津Rガ

おくるイベント′

☆と 9月12日lE1 10時～14時

＞
昨
年
の
サ
ケ
副
売
会
の
模
様

☆ところ サ ーモンパーク広場

☆主 催  町 観光協会

☆イベント内容
●サケ、やまべのつかみどり
●サーモンレース
●サケ即売会●昧覚市
。とどわら太鼓公演、ほか

(※荒天時は中止)

▲た<さ んの人が楽しい汗を流した
ミニバレーボール大会(昨年)

祖
月
祖
日
は

楽
Ｌ
さ
い
っ
ぱ

い
ｒ

ふれあ品烈輔Ｆッデ‐

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

（予
定
）

●
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（小
学

生
、

中
学

・
高
校
、　

一
般
の
部
）

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
集
い

ｏ
味
覚
市

●
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

ビ
ッ
ク
リ
市

ｏ
し
べ
つ
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

ほ
か

チ
ャ
リ
品
鮒
リ
ラ
ザ
珊

愛
は
地
球
を
救
う
チ
ャ
リ
テ
ィ
Ｔ

Ｖ
協
賛
事
業
と
し
て
、

本
年
も
チ
ャ

リ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

（予
定
）

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
コ
ー
ナ
ー

●
福
祉
活
動
パ
ネ
ル
展

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル

●
共
同
募
金
コ
ー
ナ
ー

●
喫
茶

・
休
憩
コ
ー
ナ
ー
、

チ
ビ
ッ

コ
天
国
ほ
か

酎紀あいスポTツ プー

チヤリディプラプ
'98

～愛は地球を救うチャリテイTV協 賛～

総合体育館に

▼オークション、ビックリ市(昨年)



坂□保健婦

秋
の
検
診
か
ら

大
腸
が
ん
検
診
実
施
／

増
加
し
て
い
る
大
腸
が
ん
の
対
策

を
進
め
る
た
め
、

今
年
度
秋
の
検
診

か
ら
新
た
に

「大
腸
が
ん
検
診
」
を

実
施
し
ま
す
。

（大
腸
が
ん
の
死
亡
率
の
推
移
〉

大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
近
年

日
本
で
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。

今
、

が
ん
死
ト
ッ
プ
の
座

は
男
女
と
も
に
胃
が
ん
で
す
が
、

こ

の
ま
ま
推
移
す
る
と
二
〇
〇
〇
年
に

本
町
に
お
い
て
は
、

昭
和
六
十
三

年
か
ら
平
成
四
年
ま
で
の
過
去
五
年

間
に
毎
年

一
～
二
人
の
方
が
大
腸
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
原
因
と
し
て
は
、

食

生
活
の
欧
米
化
、　

つ
ま
り
高
脂
肪

・

高
た
ん
白
食
と
食
物
繊
維
の
摂
取
不

足
に
よ
る
食
生
活
の
変
化
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

）

〈こ
ん
な
症
状
に
注
意
／
〉

●
便
に
血
が
混
じ
る

●
便
秘
と
下
痢
を
繰
り
返
す

ｏ
便
が
細
く
な
る

ｏ
残
便
感
が
あ
る

●
排
便
回
数
が
増
え
る

ｏ
原
因
不
明
の
貧
血

●
腹
痛
や
腹
部
の
不
快
感

（図
３
参
照
）

大
腸
は
全
長
１
・
６

ｍ
と
長
く
、

が
ん

の
発
生
部
位
に
よ
り
自
党
症
状
が
異

な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

は
男
の
胃
が
ん
、

女
の
乳
が
ん
に
次

い
で
二
位
に
な
る
の
で
は
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

（図
１
参
照
）

（図
１
）

●
二
〇
〇
〇
年
が
ん
推
定
死
亡
率

（人
口
十
万
対
）

〈大
腸
が
ん
の
で
き
る
部
位
〉

（図
２
参
照
）

大
腸
が
ん
は

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
で
き
や
す
い

（図
２
）

〈大
腸
が
ん
の
検
診
〉

日
検
診
内
容

便
潜
血
反
応
校
査

（町
で
実
施
）

●
受
診
者
全
員
に
実
施
。

●
少
量
の
便
二
日
間
分
を
採
取
し

薬
品
を
使
い
肉
眼
的
に
は
見
え

な
い
出
血
の
有
無
を
調
べ
ま
丸

●
食
べ
物
中
の
血
液
に
は
反
応
せ

ず
、

人
間
の
血
液
に
の
み
反
応

す
る
精
度
の
高
い
も
の
で
す
。

精
密
検
査

（医
療
機
関
で
実
施
）

●
医
師
の
判
断
に
よ
り
必
要
な
人

に
行
う
。

■
日
時

・
場
所

十
月
四
日

町
農
業
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

十
月
五
日

川
北
公
民
館

※
時
間
に
つ
い
て
は
後
日
チ
ラ
シ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（図
３
）

■
対
象
者

四
十
才
以
上
の
男
女

（既
に
血
便
症
状
が
あ
る
人
に
つ

い
て
は
病
院
受
診
を
勧
め
ま
す
。）

■
料
金

●
個
人
負
担
金
　
　
一
、

二
〇
〇
円

■
申
込
方
法

●
各
町
内
会
回
覧
で
の
申
込
み
。

●
直
接
電
話
で
の
申
込
み
。

役
場
福
祉
保
健
課
保
健
予
防
係

（ａ
二
十
二
一
三

百
内
線
〓
二
五
）

ま
で
。

※
定
員

一
〇
〇
名
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

急
増
す
る
大
腸
が
ん
も
早
期
に
発

見
し
、

適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
非

常
に
よ
く
治
り
ま
す
。

大
切
で
す
／

早
め
早
め
の
が
ん
検
診
／

期
　
　
日
肺

t

大腸がんは
早期なら100%治 る/

痢がちになる の食事習慣が
//

た人 (使秘

え崩脱 稔か ひろaか

勲 に税〔すけをや
い か ぶ き !

は1しばt●

象日は



九
月
の
科
学
館
情
報

もヽ よもヽ よ

魚道水槽で

サケの遡上が

見られます。

九
月

一
日
か
ら
、

魚
道
水
槽
は
い

よ
い
よ
標
津
川
セ
っ
な
が
る
予
定
で

す
。
こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
の
手
に
届

く
頃
に
は
、

魚
道
水
槽
で
は
遡
上
す

る
シ
ロ
ザ
ヶ
、

カ
ラ
フ
ト
マ
ス
、

サ

ク
ラ
マ
ス
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

魚
道
水
槽
で
の
遡
上
の
様
子
は
今

年
も
九
月
、

十
月
の
二
ヵ
月
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

十

一
月
以
降

は
シ
ロ
ザ
ケ
の
産
卵
行
動
を
お
見
せ

し
ま
す
。

ま
た
、

大
水
槽
に
も
標
津
沿
岸
で

と
れ
た
シ
ロ
ザ
ケ
、

カ
ラ
フ
ト
マ
ス

を
常
時
五
十
～
百
尾
ほ
ど
展
示
す
る

予
定
で
す
。

Ｑ
、

科
学
館

の
魚

に
は
ど
ん
な

エ
サ

を
あ
げ

て
い
る
の
？

Ａ
、

サ
ー

モ

ン
科
学
館

で
使

用
し

て

い
る

エ
サ
は
、

大
き
く
分
け
て
回
形

飼
料
と
生

エ
サ

の
二
種
類

が
あ

り
ま

す
。

回
形
飼
料
は
、　

ニ
ジ

マ
ス
の
養

殖
場
な
ど

で
使

用
し

て

い
る
も

の
と

同
じ

で
、　

一
般

に
市
販
さ
れ

て

い
る

も

の
で
す
。

こ
れ
は
、

イ

ワ
シ
な
ど

を
原
料

に
し
た
も

の
で
、

タ

ン
パ
ク

質

が
四
割

以
上
含
ま
れ

て

い
ま
す
。

科
学
館

で
は
、

魚

の
大
き
さ

に
あ
わ

せ
て
六
種

の
大
き
さ

の
も

の
を
使

い

分
け

て

い
ま
す
。

生
軽

は
、

主

に
オ
キ

ア
ミ
、

ヮ
ヵ

サ
ギ
な
ど
を
使

っ
て

い
ま
す
。

）

科
学
館
の
魚
た
ち
Ｏ

一三
ジ
マ
ス
ー
そ
の
２
１

品
種
に
つ
い
て

ニ
ジ

マ
ス
は

、

全

国

各

地

で
養

殖

が
盛

ん

に
行

わ

れ

て

い
る

こ
と

は

先

月

お

話

し

ま

し

た

が
、

突

然

変

異

、

選

抜

育

種

に
よ

り

品

種

と

し

て
固

定

さ

れ

た

も

の
も

養

殖

さ

れ

て

い
ま

す

。

ニ
ジ

マ
ス

の
品

種

は

ド

ナ

ル
ド

ソ

ン
ト

ラ

ウ

ト

、

ア

ル
ビ

ノ

、

ホ

ゥ

ラ

イ

マ
ス
、　

コ
バ

ル
ト

な

ど

が

知

ら

れ

て

い
ま

す

。

ド

ナ

ル
ド

ツ

ン
ト

ラ

ウ

ト

は

、

ア

メ

リ

カ

の

ワ

シ

ン
ト

ン
大

学

の
教

授

で
あ

っ
た

ド

ナ

ル
ド

ソ

ン
博

士

が
、

大

学

構

内

に
流

れ

る

小

川

に
遡

上

す

る

ス
チ

ー

ル

ヘ

ッ
ド

（
ニ
ジ

マ
ス

の

降

海

型

）

を

二

十

三

年

間

に

わ

た

り

選

抜

育

種

し

た

も

の
で
す

。

普

通

の

ニ
ジ

マ
ス
と

比

べ
、

成

長

が

非

常

に

良

い
た

め

、

日
本

ば

か

り

で
な

く

海

外

で
も

こ

の
品

種

の
養

殖

が
盛

ん

に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ウ
ラ
イ
マ
ス
は
、

体
表
に
黒
点

や
パ
ー
マ
ー
ク
の
な
い
無
斑
の
ニ
ジ

マ
ス
で
す
。
こ
の
エ
ジ
マ
ス
の
起
源

は

一
九
六
二
年
に
愛
知
県
水
産
試
験

場
の
鳳
来
養
鱒
場
で
出
現
し
た

一
尾

の
オ
ス
で
、

こ
れ
を
も
と
に
、

他
の

ニ
ジ
マ
ス
と
交
配
を
重
ね
、

品
種
と

し
て
固
定
し
た
も
の
で
す
。

ア
ル
ビ
ノ
は
、

他
の
動
物
で
も
ま

れ
に
出
現
す
る
も
の
で
、　

一
般
に
白

子
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ニ

ジ
マ
ス
の
場
合
は
、

偶
然
出
現
し
た

ア
ル
ノ
を
品
種
と
し
て
固
定
し
た
も

の
で
、

メ
ラ
エ
ン
色
素
な
ど
が
欠
乏

し
て
い
る
た
め
、

体
色
が
黄
色
で
す
。

コ
バ
ル
ト
は
、

脳
下
垂
体
と
い
う

器
官
が
欠
損
し
て
い
る
奇
形
魚
で
す

が
、

体
色
が
コ
バ
ル
ト
色
で
非
常
に

美
し
い
品
種
で
す
。

以
上
、

ご
紹
介
し
た
ニ
ジ
マ
ス
の

品
種
は
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
を
除
い
て
は

鑑
賞
用
的
要
素
が
強
い
も
の
で
す
。

今
後
、

新
た
な
品
種
が
現
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

ニジマス
駒′初ひ"オ2jj

RAINBOW TROUT
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連日、たくさんの人でにぎわう「サーモン科学館」



北
海
道
で
は
、

敬
老
の
国
に
合
わ

せ
て
、

公
衆
浴
場
を
お
年
寄
り
の
方

の
惑
の
場
と
し
て
、

次
の
と
お
り
無

料
開
放
い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

９
月
億
・
竹
・
循
日

▼
利
用
対
象
者

６５
歳
以
上
の
方

▼
利
用
施
設

公
衆
浴
場

く
す
の
き
（桜
木
町
）

▼
利
用
方
法
　
　
　
　
　
　
・

の
対
象
者
が
番
台
に
申
し
出
る
こ

と
に
よ
り
利
用
で
き
ま
す
。

０
介
添
を
要
す
る
お
年
寄
り
の
方

は
、

介
添
者
に
つ
い
て
も
無
料

と
な
り
ま
す
。

０
期
間
内
の
利
用
は
何
□
で
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
め
、

お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場

住
民
課

（電
話
２
１
２
１
３
１
・
内

線
「
３
０
）
ま
で
。

自
党
症
状
が
な
く
て
も
年
１
回
の

受
診
を
―
。

▼
検
診
日
程

０
月
億
日

（川
北
公
民
館

・
９
時

～
９
時
３０
の
、

町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

・
セ
時
～
４２
時
３０
分
）

▼
対
象
年
令

３０
を
以
上
の
女
性
の
方
。

▼
料
金

３０
ィ
～
６９
イ
ま
で

↑
、

９
０
０
円

７０
ォ
以
上
　
　
　
　
　
６
０
０
円

（生
活
保
護
者
は
無
料
で
す
じ

▼
申
込
方
法
及
び
申
込
期
隈

直
接
電
話
で
役
場
福
祉
保
健
課
予

防
係

（
ａ
内
線
１
３
５
）
へ
、

９

月
８
日
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
の
度
の
ハ
イ
ヤ
ー
運
賃
料
金
の

改
定
に
伴
い
、

身
体
障
害
者
及
び
精

神
薄
弱
者
の
方
マ
の
利
用
の
割
引
手

続
き
が
次
の
と
お
り
簡
単

‐こ
な
り
ま

｝

し
た
。

▼
手
帳
呈
示
の
み
で
割
引
し
、

従
来

の
申
込
書
は
廃
止
し
ま
す
。

▼
手
帳
呈
示
の
際
に
内
部
処
理
上
、

運
転
者
が
明
細
書

・
日
報
な
ど
に

番
号

・
氏
名
を
記
入
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。

●
以
上
に
つ
い
て
、

ト
ラ
フ
ル
防
止

の
た
め
の
運
転
者
に
早
期
に
教
育

し
ま
す
が
、

過
渡
期
苦
情
な
ど
、

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

よ
ろ

し
＜
お
願
い
し
ま
す
。

※
不
明
な
点
は
、

釧
根
地
区
ハ
イ
ヤ

ー
協
会

（
ａ
０
１
５
４
１
５‐
‐
２

１
フ
３
）
へ
。

「障
害
者
を
越
え
る
努
力
と
育
て
る

職
場
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
タ
で
は
毎
年
９
月
を

「障
害
者
一屋
用
促
進
月
間
」
と
定
め

障
害
者
一屋
用
促
進
に
努
め
て
お
り
ま

す
。ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
、

仕
事
を
探

し
て
い
る
多
く
の
障
害
者
が
登
録
さ

れ
て
お
り
、

そ
の
適
性
と
能
力
に
価

じ
、

可
能
な
限
り

一
般
一屋
用
に
就
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
め
、

障
害
者
の
屋
用
に
あ
た
っ

て
の
相
談
は
次
に
お
問
い
合
わ
せ
＜

だ
さ
い
。

▼
根
窒
公
共
職
業
安
定
所

（
ａ
Ｏ
「

５
３
２
１
３
１
２
１
６
１
）

▼
中
標
津
の
窒

（
ａ
Ｏ
「
５
３
ア
ー

２
１
２
５
４
４
）

町
で
は
平
成
５
年
度
か
ら
独
自
の

施
策
と
し
て
、

農
村
地
域
の
生
活

・

生
産
環
覧
を
改
善
す
る
た
め
農
場
表

示
香
板
の
設
置
と
震
家
私
道
取
付
道

踏
の
整
備
に
対
し
助
成
事
業
を
行
い

ま
す
。

こ
れ
は
農
家
経
営
の
安
定
的
発
展

と
都
市
住
民
と
の
交
流
の
進
展
に
対

処
し
、

よ
り
快
適
な
農
村
環
境
の
創

出
を
目
ざ
し
て
行
わ
れ
る
事
業
で
宅

〈補
助
要
件
及
び
補
助
率
〉

１
、

農
場
表
示
看
板

●
地
区
を
単
位
と
し
て
実
施
し
ま

す
。
「
農
家
に
１
基
設
置
し
、

「
基
当
た
り
事
業
費

「
「
Ｏ
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

●
補
効
率
は
％
以
内
（
３
５
、

Ｏ
Ｏ

Ｏ
円
）

２
、

農
家
私
道
取
付
道
暦

●
路
線
の
ｌ
①
Ｏ
ｍ
を
越
え
る
部

の
に
つ
い
て
助
成
し
、

砂
利
補

修としま〕。

●
補
助
率
は
％
以
内

※
詳
し
＜
は
役
場
農
林
課
農
政
係

（
ａ
内
線
２
１
１
）
ま
で
あ
問
い
合

わ
せ
＜
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
は
、

中
小
企
業
者
の
方

や
な
ど
が
公
害
防
止
の
た
め
の
資
金

を
め
要
と
し
、

そ
の
調
達
に
お
困
り

の
と
き
に
お
役
立
し
て
お
り
ま
す
。

▼
貸
付
の
種
類

公
書
防
止
設
備
の
設
置
、

工
場
等

の
移
転
、

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

の
整
備
、

工
場
周
辺
の
緑
化
。

▼
貸
付
対
象
者

原
則
と
し
て
道
内
で
１
年
以
上
の

営
業
実
績
を
持
つ
中
小
企
業
者
な

ど
。

▼
貸
付
限
度
額

最
高
貸
付
限
度
４
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
珂
円
。

た
だ
し
、勤

要
経
費
の
８０
％
以
内
。

▼
返
選
期
間

４０
年
以
内
（
う
ち
据
置
２
年
以
内
）

▼
利
率
　
年
３
・５
％

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
住
民
課

環
境
筍
生
係
（
ａ
内
線
１
３
①
）
ま

た
は
、

根
窒
支
庁
振
興
課

（
ａ
Ｏ

ｌ
５
３
２
１
３
１
６
１
３
「
・
内

線
２
４
６
）
へ
。

食
υ

役場の
電話番号は
2-2131(代表)



既
に
１０
件

（８
月
側
日
現
在
）
も

の
被
書
が
続
出
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
、

留
守
宅
の

ト
イ
レ
や
風
昌
場
の
窓
か
ら
侵
入
し

現
金
が
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。

外
出
す
る
時
に
は
玄
関
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、

ト
イ
レ
の
窓
な
ど
の
施

錠
も
あ
忘
れ
な
＜
。

ま
た
、

こ
の
ほ
か
に
も
パ
イ
ク
の

盗
難
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

キ
ー
の

付
け
放
し
は
絶
対
や
め
ま
し
よ
う
。

空
き
巣
は
、

あ
な
た
の
家
を
ね
ら

っ
て
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心

を
―
。

　

（警
察

・
町
防
犯
協
会
）

ロ
ス
ロ
ー
ガ
ン

安
全
は
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
ゆ
と

り
か
ら
。

■
期
間
　
９
月
２‐
日
～
３０
日

■
重
点
事
項

●
薄
暮
時
の
歩
行
者
と
自
転
車
利
用

者
の
交
通
事
故
防
止

●
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
無
謀

運
転
の
防
止

●
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

④
火
事
と
救
急
の
区
別
を

１
１
９
番
を
回
し
て
落
ち
着
い
て

は
っ
き
り

「救
急
で
す
」。

②
住
所
・
氏
名
・
目
標
を

〇
〇
町
の
〇
〇
〇
で
す
。

目
標
は

○
○
商
店
の
南
側
で
す
。

③
事
故
か
病
気
の
区
別
を

④
傷
病
者
の
数
、

性
別
・
年
令
を

⑤
傷
病
者
の
状
態
・
容
態
を

内
容
を
具
体
的
に
―

ど
う
し
て
ケ
ガ
を
し
た
の
か
、

ど

ん
な
状
態
で
発
病
し
た
の
か
。

今
ど
ん
な
状
態
な
の
か
見
た
ま
ま

の
状
態
で
簡
単
に
。

現
場
に
救
急
隊
員
が
到
着
し
た
ら

次
の
こ
と
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

④
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
容
態

の
変
化
。

②
あ
な
た
が
傷
病
者
に
行
っ
た
価
急

手
当
て
の
内
容
。

③
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
、

及
び

か
か
り
つ
け
の
病
院
。

※
標
津
消
防
署
で
は
救
急
医
療
期
間

中
（
９
月
５
日
～
１１
日
）、
職
場
・
団

体
な
ど
に
よ
る
救
急
法

（人
工
呼
吸

ｂ
閲
マ
ツ
サ
ー
ジ
）
の
実
技
講
習
会

の
申
込
み
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

講
習
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

同

署

（
ａ
２
１
２
３
１
９
）
ま
で
ご
連

絡
＜
だ
さ
い
。

ゆ
う
ち
よ
の

″新
総
台
通
帳
″

お
知
ら
せ
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
実
施
中
／

１
冊
６
役
の
マ
ル
チ
機
能
が
付
い

た

「新
総
合
通
帳
」

「
、

公
共
絹
金
、

ワ
レ
ジ
ッ
ト
代
金

の
自
動
払
込
み
も
Ｏ
Ｋ
。

払
い
忘

れ
も
な
＜
手
間
が
省
け
ま
す
。

２
、

全
国
ど
こ
の
郵
便
自
で
も
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
送
金
で
き
る
送
金
サ

ー
ビ
ス
。

金
額
に
か
か
わ
ら
ず
、

手
数
料
は

一
律
１
３
０
円
。

３
、

衝
月
の
結
５
や
年
金
が
自
動
的

に
受
け
取
れ
ま
す
。

ど
こ
の
郵
便
局
で
も
引
き
出
せ
る

か
ら
と
て
も
便
利
。

４
、

定
額
貯
金
な
ど
を
セ
ツ
ト
し
て

お
＜
と
通
常
貯
金
の
残
高
が
不
足

し
て
い
て
も
大
文
夫
。

自
動
的
に

「ゆ
う
ゆ
う
□
―
ン
」

が
使
え
、

い
ざ
と
い
う
時
に
安
ｂ
。

５
、

定
額
貯
金
な
ど
１５
件
ま
で
セ
ッ

ト
可
能
。

ま
た
、

自
動
的
に
定
額

貯
金
へ
振
り
替
え
る
方
―
卜
定
額

貯
金
が
使
え
ま
す
。

６
、

跡
要
な
と
き
に
預
け
入
れ
や
引

ヽ

き
出
し
か
し
ぎ
る
、

お
サ
イ
フ
が

わ
り
の
通
常
貯
金
。

全
国
の
郵
便

局
で
使
え
る
の
で
、

と
て
も
便
利

で
す
。

「
パ
ー
ト
収
入
は
い
＜
ら
ま
で
税

金
が
か
か
ら
な
い
の
か
」、
「土
地
や

建
物
を
売
っ
た
と
き
の
税
金
は
ど
う

な
る
の
か
」
な
ど
、

税
金
に
関
し
て

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。

こ
ん
な
と
き
、

気
軽
に
相
談
で
き

る
窓
□
を
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

▼
税
務
相
談
窒

税
金
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
ご
質

問
に
お
答
え
す
る
の
が
、

こ
の
相
談

窒
で
す
。

税
務
相
談
墓
で
の
相
談
方
法
に
は

面
接
相
談
と
電
話
相
談
の
２
通
り
が

あ
り
ま
す
。

電
話
相
談
は
手
軽
な
の

で
大
勢
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ｏ
釧
路
税
務
相
談
窒

（
ａ
０
１
５
４

‐
４２
‐
８
８
２
１
）
を
ご
利
用
＜

だ
さ
い
。

▼
日
本
税
務
協
会

国
の
委
託
を
受
け
て
、

税
理
士
で

あ
る
指
導
員
が
小
企
業
者
の
記
帳
等

に
関
す
る
相
談
、

税
知
識
の
普
及
事

業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
が
、

こ
の

協
会
で
す
。

ｏ
釧
路
支
所

（
ａ
０
１
５
４
１
４２
‐

６
２
２
４
）
を
ご
利
用
＜
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、

根
窒
税
務
署

（
８
０

１
５
３
２
１
３
１
３
２
６
１
）
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

今
年
は
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
住

宅
統
計
調
査
の
年
で
す
。

こ
の
調
査
は
、

国
や
地
方
公
共
団

体
の
住
宅
政
策
を
立
案
す
る
う
え
で

重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

調
査
員
が
９
月
下
旬
頃
、

調
査
対
象
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

［巾印向い］内］中中申中申中］　．違法駐車の締め」ぃジ

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用

フ月から８月にかけて、空き　［田田Ｈ田田‐Ｈｉｍ田田口四０田円］

巣
が
横
行
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
紋
急
車
の
正
し
い
呼
び
か
た

人回のうごき

平成5年8月1日現在
( )内は前月比

世帯数 2,273世帯(-1)

人 口 6 , 8 4 9 人( - 1 5 )

男 3 , 3 2 2人( - 6 )

女 3 , 5 2 7人( - 9 )

町内の交通事故
8月

( )内は累計

人身事故 2件 (10件)

負 傷  者  0人 (2人)

死 亡  者  1人 (2人)

物損事故 1 7 件( 1 2 件)

死亡事故ゼロの日

12日(3月15日現在)



まちの脚
|

0

『標
津
と
私
』

私
が
東
京
か
ら
標
津
へ
嫁
い
で
二

十
二
年
と
い
う
歳
月
が
過
ぎ
、

今
改

め
て
振
り
返
っ
て
見
る
と
、

初
め
て

標
津
の
地
に
着
い
た
時
の
不
思
議
な

感
動
と
、

未
知
な
る
も
の
へ
の
不
安

と
が
入
り
交
じ
っ
た
気
持
は
今
で
も

は
っ
き
り
と
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

果
た
し
て
私
は
こ
の
地
で
暮
ら
し

て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
？
。

二
月
と

い
う
の
に
道
端
に
は
雪
の
山
が
あ
っ

ち
こ
っ
ち
に
積
ま
れ
寒
さ
で
身
の
縮

む
思
い
。

車
道
と
歩
道
と
の
区
別
の

無
い
道
路
、

信
号
機
も
町
の
中
心
部

お

詫

び

先

月

号

の
お

誕

生

お

め

で
と

う

欄

で

「
吉

田

実

里

く

ん

」
と

掲

載

し

ま

し

た

が

翌
日
田

実

里

ち

ゃ
ん

」
の

誤

り

で
し

た

”

訂

正

し

、

お

詫

び

い
た

し

ま

す

。

●
聖
友
標
津
支
所

は
活
動
資
金

と
し

て
町
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

●
塚

田
敏

子
さ
ん
は
香
典

返
し
を
や

め

て
町
社
会
福

祉
協
議
会

ヘ

●
新

川
誠

一
さ
ん

。
鳥

井
光
雄
さ
ん

は
全
快
祝
を

や
め

て
町
社
会
福
祉

協
議
会

ヘ

●
高

山
直
久
さ
ん

（群
馬

県
尾
島
町
）

は
中
央

公
民
館

図
書
室

へ
図
書
を

お
贈

　
　
一せ
）

少

平
井

博
子
さ
ん

＝
主
婦
＝

（曙
町
）

に

一
機

だ
け
。

町
並

み
も
決
し

て
美

し

い
と
言
え

る
物

は
何
も
無

い
。

国

道

と

い

っ
て
も

ほ
と
ん
ど

が
砂
利
道

で
、

す
ぐ

そ

の
側
を
牛

や
馬

が
手
を

仲
ば
せ
ば
届
く
所

に

い
る
。

東
京

だ
け
し

か
知
ら
な

い
私

に
は

不
思
議
な
世
界

に
来
た
か

の
よ
う
な

錯
党
さ
え
覚
え
た
。

だ

が
、

買
物

に
出
掛
け
た
時
、

用

事
を

足
し

に
行

っ
た
時
な
ど
、

誰
と

も
な
く
声
を
掛

け
て
く
れ
た
。
「
東
京

か
ら
良
く

こ
ん
な

田
合

に
嫁

に
来

た

も

ん
だ
Ｌ
何

力
月
も
し
子

（
内

に
東

′に

京
へ
帰
っ
て
し
ま
う
べ
」
と
言
う
よ

う
な
言
葉
が
挨
拶
変
わ
り
に
な
っ
て

い
た
の
に
気
づ
い
た
時
、

あ
っ
、

標

津
の
人
達
は
き
っ
と
私
に
早
く
こ
の

土
地
に
馴
れ
て
、

標
津
の
人
間
に
な

れ
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
気
づ
い
た
時
、

負
け
て
は

い
け
な
い
、

頑
張
ら
な
く
て
は
と
自

分
自
身
に
言
い
関
か
せ
、

少
し
づ
つ

不
安
が
取
り
除
か
れ
、

勇
気
と
希
望

が
大
き
く
私
の
中
で
膨
ら
ん
で
い
く

の
が
は
っ
き
り
と
分
か
っ
た
。

そ
れ
は
、

い
つ
も
私
の
側
に
い
て

支
え
て
く
れ
た
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

友
達
、

そ
し
て
心
暖
か
な
標
津
の
人

々
、

今
で
は
私
も
す
っ
か
り
標
津
の

人
間
だ
と

「自
負
」、本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
漁
家
の
嫁
と
し
て
精

一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ネ
次
の

「ま
ち
の
声
」
は
、

平
井
さ

ん
が
選
ん
だ
望
ヶ
丘
町
の
西
山
都

子
さ
ん
で
す
。

お誕生おめでとう。
お な ま え 住 所 保 護 者

猪股 佳 季くん 若 車 町 猪股  港

まさや
黒川 雅 也くん 北 標 津 黒川 新憎

たかなり

柳元 貴 成くん 曙  咽 柳 元 季三

まさし
菊池  雅 くん 伊 茶 仁 菊池 雄 三

なおひろ
高橋 画 紘<ん 桜ヶ丘町 高橋 博 文

ゆうへい
池日 1肴平くん 望ヶ丘町 池日 隆 宏

1端象醤くん 若 車 町 川端 義 城

お<や み申し上げます。
氏 名 住 所 年  齢

大村 コ ヨさん 跡 栄 町 82歳

平出  開 さん 曙  BJ 71歳

高橋 情 子さん 薫  別 56歳

中村 義 一さん 新|1上町 76歳

ｍ

§

０

自

▼
今
月
号
で
紹
介
し
た

「
は
ま

な
す
苑
」
を
取
材
し
て
思
っ
た

こ
と
は
―
、

ま
ず
介
護
士

（療

Ｂ
）
さ
ん
た
ち
の
や
さ
し
さ
。

仕
事
と
は
い
え
、

入
苑
書
と
心

か
ら
接
し
て
い
る
姿
を
み
る
と

感
動
さ
え
覚
え
ま
し
た
。

寝
た

き
り
の
入
苑
者
の
方
も
家
族
以

上
の
介
護
を
受
け
、

さ
ぞ
か
し

幸
せ
だ
ろ
う
な
あ
と
、

思
つ
た

ほ
ど
で
す
。

あ
な
た
も

一
度
訪

間
し
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

き
つ
と
何
か
を
教
え
ら
れ
る
の

で
は
…
。

▼
来
月
号
か
ら
新
し

＜

「
み
ん
な
の
広
場
」
コ
ー
ナ

ー
が
ス
タ
ー
ト
。

曽
さ
ん
の
声

を
ぜ
ひ
広
報
し
べ
つ
に
ｐ

（ひ
）
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